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まえがき

本調査報告書は､マルク州の主要島喚の一つであるブル島のワイ･アブ流域の農業農村開発の現状

と問題点を把握し､今後の開発調査の方向について検討するなど, rワイ･アプ流域農業農村絵合開

発計画｣プロジェクトファインデイング調査報告書として取りまとめたものです｡

1969年に始まった第1次開発5カ年計画以来､政府の不断の努力によってインドネシアの経済は目

覚ましい発展を遂げ､国民の生活水準の向上をもたらしました｡しかしながら､この輝かしい成果の

半面,インドネシア東部地域の開発の立遅れ､特に農業農村開発の遅れに伴う農村部の貧困問題や環

境問題が深刻化しており,現行の第6次開発5カ年計画の大きな課題となっています｡マルク州はイ

ンドネシアの東部地域にあって開発から取り残され､稲作や湛就農業の現況､開発のポテンシャル等

の情報資料は皆無に等しいものでありましたが,近年ADB･の協力によるThird血gation Sector Project

の実施によってこれらが明らかにされてきました｡

このような状況の中､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)メンバー企業である日

本技研(秩)は､マルク州の米穀自給率と農業所得の向上､農村貧困問題の軽減を目的とする農業農

村開発の振興促進の方策を探るため､プロジェクトファインデイング調査団を編成し､平成7年8月

1日から15日までの15日間にわたり現地調査を行いました｡現地調査に際しては､公共事業省水資

源給局Djoko S打嘩ono計画局長はじめブル澄渡事業所長､マルク州公共事業局長ほか多くの政府関係

者の多大なるご協力を頂きましたoまた計画局のMuq'iadi課長には現地調査への同行などフルタイム

のカウンターパートとして大変お世話になりました｡また在インドネシア日本大使館の川本書記官,

JICAインドネシア事務所の佐々木次長並びに水資源給局JICA派遣専門家である斎藤氏および工藤氏

には公務多忙のところ､多大な指導と助言を賜りました｡ここに深甚なる感謝を申し上げますo

州都アンボンにおいて,青年海外協力隊の2名の看護婦さんが,わが国oDAの唯一の代表として活

躍されて､職場のみならず広く市民からも親しまれていることに接し､正に日本の顔と汗の見える協

力であることに感激しました｡また,援助慣れが取り沙汰される昨今の風潮に反し､マルク州ではカ

ウンタ~パートのひたむきな開発への情熱や協働の気持ちがこちらに伝わってき,それが棲めて新鮮

に感じられました｡

平成7年8月

日本技研株式会社
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第1章 調査の概要

1.1 調査の背景

インドネシア国マルク州は,首都ジャカルタから東へ約2,400km時差2時間の遠隔の地で,大小約

1,000の島々からなっている｡広大な海域をもつマルク州であるが､交通をはじめ各種の阻害要因か

らこれまでは,開発から見放され貧困農村を多く抱えてきた｡また地域住民の主食はこれまでサゴで､

陸稲作による限られた米があったが,近年ジャワの食文化の影響を受けて米の需要が急増し,南スラ

ベシ等の他州からの移入に多くを依存している｡

このような状況にあって,インドネシア政府は前期の第5次開発5カ年計画(Repelita,Ⅴ, 1989-

1994)以来,開発の歪みからの地域格差の是正と貧困問題解消のために､東部地域の開発優先策を打

出し､今次のRepelita-Ⅵ (1994-1998)にこれを継続した｡一方,公共事業省水資源総局は､アジア開

発銀行の融資事業､ Third hgation Sector Project (TTSP:1987-1997)の一環として､マルク州の港概開

発マスタープランを策定し､優先案件を認定すると共に小規模な港耽施設の復旧･改良事業を実施し

た○また,皆無に等しかったマルク州の農業や港敵,農村生活などの現況,開発のポテンシャル等の

情報資料が､この¶SPによって整理された｡

これをふまえて,マルク州の米穀自給率と農家所得の向上､農村貧困問題の低減を目的とする農業

開発の振興促進の可能性を探るため､ 1995年2月,海外農業開発コンサルタンツ協会■(ADCA)はプ

ロジェクトファインデイング調査(p/F)ミッションをマルク州に派遣し,現地調査を行い,無償資

金協力の可能性から『マルク州小規模藩蔽パイロット計割として調査報告を行った｡この調査を通

じ､ワイ･アブ涜域(ブル島)については開発調査の緊要性が確認されたため, ADCAは再度ミッシ

ョンを派遣し､開発調査によるアプローチの検討を行ったものである0

1.2 調査の目的

本調査は,インドネシア国の農業農村､濯漉農業等の状況調査及び現地踏査を通じて,ワイ･アプ

流域農業農村開発の構想の把撞､計画の位置付け,調査実施の可能性等を検討し､ rワイ･アプ流域

農業農村稔合開発耶削プロジェクトファインデイング調査報告書として取りまとめた｡

1.3 調査の実施

本調査は, 1995年8月1日より8月15日の15日間にわたり､ ADCAのP/Fミッションとして､日

本技研株式会社の木村克彦及び西谷光生の2名によって実施された｡また､事業実施主体と想定され

る水資源稔局からは計画局のMudjiadi課長がカンターパートとして本調査に参加した｡



第2章 マルク州の概要

2.1 マルク州の概要

マルク州はインドネシアの東部地域の中央で､スラペシとイリアンジャヤとの中間の海域に散在す

る約1,000の島喚から成り,総面積は85,728 km2で､州都の在るアンボン島の他,農業開発のポテン

シャルからはセラム島､ハルマヘラ島,ブル島などが開発拠点となる｡セラム､ハルマへラの両島の

面穫は,それぞれほぼ日本の四国島と同じで,ブル島はその半分である｡首都ジャカルタからは東へ

約2,400km,時差は2時間である｡

アンボンにおける年平均気温は26.3℃で最高､最低平均気温はそれぞれ30.1℃､ 23.3℃と安定であ

る｡他方降雨量は年平均で約2,840mmで､赤道直下でありながら季節風の影響を受けて8月9月を中

心に2か月から6か月にわたる不安定な乾季があり,したがって降雨量の年変動も棲めて大きく1993

年は1,864mmであったが1988年は5,191mmと不安定である｡

マルク州の土地利用の多くを占める森林は,植物札動物相ともに多様性を示す｡森林土地利用区

分によれば､観光林は440,955 ha (5%)
,保護林1,550,356

ha (18%)
,制限付生産林1,807,107

ha

(21%)
､永久生産林1,298,464

ha (15%)
､転換開発可能林3,475,917

ha (41%)である｡

州の人口は1990年のセンサスで1,853,(氾0人で1995年の推計値では2,094,700人となっているo人

口増加率はジャワからの移民の受入れもあって高く, 1970年代で2.88%､ 1980年代でも2.78%と全国

平均の2･32%とl.98%を大きく上回っているo宗教は55%bゞ回教徒で41%カぎプロテスタント系のキリ

スト教徒である｡

マルク州は一般的に経済的に遅れており,下表のとおり1993年現在全村落の54%8こあたる812村が

貧困状況にある.こうした貧困問題の低減は第6次5カ年計画における最重要課題の-つであり､全

国で人口の約15%の2720万人とされる貧困層を計画最終年の1998年には半数以下の1140万人にする

ことを目標にしている｡又,同時に推し進められているインドネシア東部開発施策とともに,マルク

州に対する社会基盤整備に対する投資が近年活発化している｡

県 貧困村数(%) 非貧困村数 (%) 全村数

東南マルク

中部マルク

北マルク

中部ハルマヘラ

アンボン

合計

340 80

158 46

281 47

33 32

0 0

812 54

84 20 424

187 54 345

31 1 53 592

70 68 103

41 100 41

693 46 1
,505

出所: Daftar Nana danIndeks, Peta Desa Miskin 1993, CBS

備考:ブル島は中部マルク県に属する｡
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面積on) 単位収量(tonnla) 生産量(ton)
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出所: Maluku DalamAngka 1993, CBS

水稲の作付け状況を県別に見ると下表のとおりであり(1993年)
､その分布が中部マルク県と中部

ハルマへラに集中していることがわかる｡単位面積当りの収量は中部マルク県で4.Ot.nn.aとほぼ全国

平均であるが,中部ハルマヘラでは2･5tonnlaとまだ低水準である.したがって,米の生産量から､ワ

イ･アプ地区を含む中部マルク県がマルク州の米生産の中心であることが明らかである｡

面積伽) 単位収量(tonnla) 生産量(ton)

東南マルク

中部マルク

北マルク

中部ハルマヘラ

アンボン
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5
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3

2

出所: Maluku DalamAngka 1993, CBS

以上のように,近年のマルク州での米(郡の生産量は45,000
ton/yeq程度である.これを人口一

人当たりに換算するとわずか15 kg/yewに過ぎない.インドネシアでの米の一人当たり消費量

140 kg/yeqに比べると非常に少ないことがわかるo現在､マルク州では米食-の噂好が強まりその消

費量が急速に伸びており,米を多州からの移入に頼っているのが現状である｡一方で､本年度インド

ネシアでは米は深刻な不作となり,およそ2,000,000
tonもの米を緊急輸入する見込みである｡このよ

うに,マルク州内で主食になりつつある米の生産を拡大することは,米の安定的な確保のために非常

に重要な政策課題となっている｡
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かつて大航海時代にはポルトガルやスペインに次いでオランダの覇権のもと､この地の特産である

丁字やメイス専の香辛科の利権の島々として､植民地時代を開く世界史上の役割を果たしてきた｡し

かし今は静かな珊瑚礁の海の半農半漁の島々である｡政治経済の中心であるジャワから遠隔の地で､

域内の主要な交通手段が船であることがこの地域の開発の大きな阻害要因となっていた｡セラム島や

ハルマヘラ島でも､これまで島内の主要部町をつなぐ幹線道路は無く､一日に2､ 3便の船が沿岸を回

り町と町をつないできた｡

このような遠隔性､交通の不便性等の悪条件は開発の後進性を助長して､この地域の唯一の産業を

零細な沿岸漁業と自給自足の農業のみとした｡他に現金収入の道は無く漁家,農家の貧困率は高い｡

近年Repelita-V以来,電力供給,衛星中継電話網､沿海船運等の緒施設の整備が急速に進められ､大

きな島の幹線道路の建設も進展し､ 1996年度中には主要郡町間をつなぐこととなる｡これによって期

待される港親展業開発のポテンシャル地域への時間距離は､これまでの日単位から時間単位に切り替

わ.り,各種の開発阻害要因が一気に取り外されるととなる.

2.2 マルク州の農業･濯激の現況と課是

(1)農業生産

マルク州全体の食用作物生産の1993年の現況は下表に示したとおりである｡主要な食用作物生産量

は､キャッサバ,サツマイモなどの芋類がもっとも多く､次いでトウモロコシ､陸稲,水稲となる｡

豆類の生産量は少ない｡

作物 面積oa) 単位収量(tonAa) 生産量(ton)

水稲

陸稲

トウモロコシ

キャッサバ

サツマイモ

ピーナッツ

緑豆

大豆

他の豆類

他の芋類

5,270

19,712

28,779

18,617

10,617

5,410

4,330

2,959

1,472

6,425

18,694

26, 123

45,918

213,797

97,176

7,932

5
,075

3,710

1,396

50,423

出所: Maluku DalamAngka 1993, CBS

また1988年から1993年の水稲と陸稲の生産量の推移を下表に示す｡陸稲の生産は安定しているが､

水稲の作付け面積の伸びが顕著である｡水稲の生産量は1980年代後半に大きな伸びがあったが, 1990

年代に入り安定化している｡

3



2.3 マルク州の濯減点幕閣発

(1)概況

マルク州の食料はこれまで､サゴを主穀とし米は従で陸稲作であった｡ 1980年代となってジャワか

らの移住事業が盛んになると､移民達によって入殖地に天水田が開かれSwabya (農民グループの自

助努力)による小規模な潅概施設が作られるようになった｡公共事業としての港概事業の実績はさら

に浅く, 1990年代の初めまでは､まだ濯漉事業のインベントリー等の統計情報はなかった｡

1987年水資源総局はADBの融資協力を得てThirdhgation Sector Projectを実施し､ 1994年にマルク

州について終了した○この事業は北スマトラ州,マルク州の(複数の)港故事業､アチェ養親事業及

びトルクラダ藩政事業の復旧改良並びにマルク州の新規湛漉開発のマスタープラン(M/P)を行うも

のであった｡

このM/Pは次のようなアプローチにより実施された｡

･全ての現存潅政事業のインベントリー調査

･水田開発可能広域沿海平野と藩政用水源流域の調査確認

･各沿海平野の港概稲作開発の阻害要因と潅漉可能性の評価

･港概稲作高ポテンシャル平野の開発構想等の案件形成

またM/P策定での主要検討事項は次のとおりである｡

･土壌と用水を重要配慮事項とする

･洪水と排水への配慮

･地区の遠隔性

･移住入殖の進捗状況

･土地所有権間患の無いこと

復旧改良事業については,次の(3)に示すとおりであるが,この中に当該調査対象地区のワイ

アプ港漉計画が含まれている｡

(2)現存濯激辛菓

このM/P策定の結果､現存藩政施設のインベントリー(1989年2月現在)は次のとおりである｡
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県名 事業数 藩政面積(ha)
Gross Pot¢ndal * Net*

CentralMaluku

BuruIs.

Serm ls.

NorthMalukn

MorotaiIs.

CentralHalmahera

Hahera ls.

Soutb¢a5t Mal血

KotamadyaAmbon

Total

8

3

2

2

15

1 1,266 5,857

1,999 1,227

749 749

2,235 1,450

16,249 9,283

2,265

485

29

10()

2,879

注: * potentialnet imigable after R &U implemcntation
* Net irrigable area currenby receiving irrigation

(3)復旧改良車業

ⅦSPにおいて､マルク州の既存湛概施設について調査し､これらの復旧改良(拡張も含む)事業の

計画を次のように策定し､現時点では完成した施設も多い｡

サo7o7oロシ○ユタ場面横軸)事業計画内容(1990年時)事業実績(1994年時点)

Way Meten

Way Bimi

Way Gcren

Way I.ata

2,020 詳細設計及び工事実施

396 詳細設計及び工事実施

750 詳細設計及び工事実施

931 詳細設計及び工事実施

成
成
成
成

完
完
完
完

H血山era Mancalele 491* 詳細設計予算内で工事 完成

Opiy皿g 782* 詳細設計予算内で工事 詳細設計のみ

Scram E血atu-I 715 詳細設計及び工事実施 完成

Samar 2,217* 詳細設計予算内で工事 詳細設計のみ
Kobi 2,898* 詳細設計予算内で工事 詳細設計のみ

注; *印は詳細設計の結果の港液面積

(4)濯激闘発車菓のポテンシャル

JICAの実施した全国港漉開発プログラム形成調査によると,土地資源と水資源の捺合評価から､

マルク州の遮蔽開発可能面積を363,900 haと推定している○また,中部マルク(ブル､セラム)地区

では150,600haとされている｡

一方､ Ⅵspのマスタープラン調査においては,マルク州の港漉開発ポテンシャルについて具体的な

調査がなされ,港瀧開発地区を次のように示されている｡
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島名 地域名 サす7●7.ロゾユタト名面積恥) 備 考

BⅧm Way Apu

小計

Hahnahera

小計

Wasile Tutiling

M喝a

Ablamo

6,900

6,900

0

0

0

0

7

′0

5

00

3

ー

′n▼

ー

ー

ー

4

7

Scram Pasahari Lofin

Boti

Musal

NaⅡ1tO

Matakabo

Bubi

Masiwang Masiwang

Masiwang北部

2

つJ

3

2

6
5
0
.
ー
0
｡
7
5
｡
純
細
9
0
｡
㈱
㈱

小計 14,500

内貨予算でDn)実施中

28,580

( 5 )濯減点業開発車葉の現状

マルク州には現在ブル､ハルマヘラ及びセラムの各島にそれぞれの島の藩政事業実施のための事業

所が設置されて建設工事が推進されているoその推進力となったのは1987年に始まったADBの融資

協力によるT山rd hgation Sector Projectであった.その内容は前記のとおりであり､ 1994年9月にこ

の融資事業は完了したo現在はインドネシア政府の限られた独自予算によって細々と開発事業が継続

されている｡

2.4 経済開発計画

(1 )マルク州開発5カ年計画要綱(1994/95
-1998/99)

マルク州政府は､全国の開発計画(Rq'elita Ⅵ)と同様に地域の開発計画を策定し､地区別及びセ

クター別の開発戦略を示しているoマルク州はおよそ1㈱の島々からなるが､これを4つの島喚群に

分けて､地域別の特性に対応した開発戦略を設けているoすなわち,ハルマヘラ島を中心とする北部

地域､中西部地域､アンボン･セラム･ブル島を抱える中部地域､南東部地域であり,経済開発の最

重点地域は中部地域とされるoブル島におけるセクター別の緊急開発戦略は次のようにまとめられる｡

1.林業

2.移住

3.工業

4.交通

5.観光

森林保全､林道開発

移住地の新規開拓､移住の促進

林産加工を中心とした工業開発

幹線道路の整備,フェリーボートの整備

観光資源の整理
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6.教育･保健衛生 教育･訓練の充実

7･農業 調査,生産性向上､ポストハーベストマーケテイングの改善

8･濯政 調査設計､維持管理の強化,河川･地下水･小規模ため池かんがい､

洪水制御

(2)第6次5カ年計画(水草源開発､マルク州)

第6次5カ年計画においてインドネシア東部地区の水資源開発目標を以下のように定めている｡

Eiii)

E一

E一

軒H一

1

2

3

4

米の自給維持と農業生産の拡大

生活､工業､農業､観光などのセクターに対する十分な給水

生活環境の保全

貧困撲滅

開発プログラムは､特に小規模で､広範な社会インパクトがあり,効果が早急に現れるものに重点

が置かれているoマルク州における開発プログラムの優先順位判定基準は以下のとおりである｡

)

)

)

)

)

)

1

2

3

4

5

6

事業効果が地域社会(集団)に広く波及すること

基準に基づいて設計され､早期に建設されて有効に利用されること

雇用機会を創出し､同時に住民の所得向上に資すること

受益者が建設及び維持管理投階において積極的に参加すること

受益者臥受益地区臥役人間の協力意識を高めること

安価で機能が得られる構造物を多く建設すること

また､マルク州における第6次5カ年計画の水資源開発の数値目標は以下のとおりである｡

1 ) 既存港故地区の維持管理

2) 既存湛漉地区のリハビリテーション

3 ) 新規藩政開発

4) 新規スワンプ開発

5 ) 養魚池開発

6 ) 大規模溜め池開発

7 ) 小規模溜め池開発

8 ) 河川改修

9 ) 河川の維持管理

10) 湖沼の維持管理

ll) 沿岸地区の防護

73,792 ha

24,296 ha

36,968 ha

Oha

Oha

O unit

43 unit

25 km

l15km

O umit

Okm



第3章 調査地域の現況と課題

3.1 調査地域の概要

ワイ･アブ地区は､ブル東北東部の南緯3o15'-3o30',東経126巧5,-127℃5,のアブ川の中下流域に

位置する｡各港故地区はアブ川の本流または支流､及び平行するラタ川とビニ川を水源としている.

ブル島は,そのほとんどが標高1,000 nl以上の山地であり,大規模な平盟地は本地区のみであるo自

然河川であるワイ･アブはその中流域で蛇行し,ほほ平坦な沖積水田地帯を形成している｡河口に近

い下流域は湿地林となっている｡

澄渡対象の低地は堆積層(Alluvium)である.やや標高の高い部分はトウファ層(Tufa Formation)

で､凝灰岩質粘土と植物残査の混合物からなる｡

対象地区北部に接する県都ナムレアにおける気象観測データ(1988-1993)によると,年平均気温

26℃,最高月は30℃､最低月は23℃である.年平均降水量は1,650 Ⅱ皿であるが､年較差は大きく

1,300-2,200mである｡標準では雨期は12-5月,乾期は6-11月とされるが,年によって変動が

大きく不安定である｡参考としてナムレアにおける1993年の気象データを下表に示す｡

胞eト
【r孤

TJ

May Jun Jul Au Sep Oct Nov D∝

気温(c)

平均

最高

最低

降雨量(rrm)

降雨日数

日照(%)

平均気圧(mb)

相対湿度(%)

風

平均風速(血ot)

風向

最大風速(血ot)

風向

2

3

2

ー

ー

7

ー

5

′b

7

00

7

2
6
3
0
2
3
.
-
3
ー
4
0
0
阜

‖H

q/

つJ

0

oO

q′

′b

q′

7

2
5
3
0
2
3
.
2
9
1
5
0
0
8

ー

.ー

0

5

ー

4

8

8

7

2
6
3
0
2
3
.
-
4
1
4
0
0
8

-

3

ー

′0

0ノ

q′

l

OO

7

2
6
3
0
2
3
.
2
3
1
5
0
0
8

ー

5

0

4

0

q′

l

′b

2

3

′0

0

5

′0

ー

3

350

6.3 26.1 25.4 25.1 25.9 26.3 27.6 26.9

0.7 30.6 30.2 30.5 31.2 31.8 32.4 31.8

3.0 22.6 21.3 20,8 21.8 23.0 24.3 24.1

45 12 14 0 16 195

0

9

8

5

ー

7

0

oO

4 2 1 6 15

79 74 87 80 86 79 54

1009 1009 1011 1010 1009 1007 1006

82 78 74 74 76 78

4

0

0

0

つ▲

2

2

2

3

′0

0

7

0

2

一

つ▲

2

ー

9

0

0

0

つ▲

2

2

ー

ー

q/

0

5

0

2

2

2

ー

ユ

ー

0

2

0

-

2

つi

2

ー

ー

0

0

3

0

ー

2

2

2

ー

-

8

0

0

0

2

2

2

ユ

ー

00

2

3

0

ー

2

2

ー

ー

Qノ

7

8

0

2

ー

2

2

2

5

0

4

0

2

一

つ▲

つん

3

出所: Maluku DalamAngka 1993, CBS

アプ川の中流から下流にかけての沖積平野は､一般に排水が不良から不完全な状態にある｡土壌は

細シルト質土壌で,酸性を示す｡土壌の適性は､稲作に適し,二次作物に対してはやや適する｡農地

として利用するには,排水改良､均平化､石灰や肥料の施用が望まれる｡

本地区は､ 1980年よりジャワからの移住事業が始まり､以後15年間にわたり農民が定着している｡

主要な農業･社会インフラの整備も同時に進行してきている｡調査地区内の村落の現在の戸数は約
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5,000戸,合計人口21,300人程度である.さらに,第6次5カ年計画期間中に新たに2､500戸の入植が

計画されており､ 1994年度は320戸が入植し, 1995年度には225戸の入植が見込まれている｡

3.2 湾流開発計画の概要

調査の対象地域は,ブル島北東部,アブ川の中下流域の約15,000haである｡この中には表流水港

叔､地下水港救､小規模ため池開発,農地開発､低湿地開発などが含まれる｡

地域内の水田は8澄渡地区に区分される｡これらはワイ･アブ左岸上流からワイ･ゲレン､ワイ･

メテン､ワイ･テレ(地下水藩政)
,ワイ･ビニ地区,右岸上流からワイ･レマン/ティナ,ワイ･

ロー(上･下流)
,ワイ･ラタ地区であり､これにワイ･アブ本流地区である｡これらの地区の概要

は次の通りである｡

地区名 現況土地利用 新規開田 合計 現状

天水田 集落港漉技術的港漉 (ha)
Way Bimi

Way Tele

Way Meten

Way Gemn

Way Lata

100

Way Lo Atas 495 150

Way Lo Bawah

396

2
,020
750

931

367

Way Lem皿/Tina 284 100 523

Way A

Total

u 1
,250

396 Funcdoned

467 Groundwater

2,020 Functioned

750 Functioned

931 Functioned

1,500 D瓜(1994/95)
I,000 Planned

907 Dn) (1993/94)
5,650 6,900 Plamed

2･129 250 4,097 8,395 14,871

出所 Pro丘1e Proyek, Pfoyek Irigasi Buru, Kanwil PU, Maluku, 1995

地下水亜漉計画は次に示す6地区で,すべてワイ･アブ流域に計画されているoこれは表流水港瀧

と併せて効率的藩政を目指すものである.
1994/95年度にはワイ･テレ地区において6本の深さ80 m

の井戸が掘削された.これらは地下水が自噴している｡ (10-151iusec)

地区名 計画面積 事業状況

Way Tele

Way Meten

Way Bid

Gogorea

Marloso

467 ha

2,020 ha

396 ha

200 ba

150血

000 ba

3,233 ba+

Study (1994/95) for 200ha

study (1994/95)
Study (1994/95)
Study (1995/96)
Study (1995/96)
Study (1996/97)

Profile Proyek･ Proyek Irigasi Buru, Kanwil PU-Maluku, 1995

低湿地開発は,ワイ･アブ下流の約3,400
haの湿地林帯が対象で､ 1995/96-1996/97年にかけて調
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査する計画となっている｡

小規模ため池(Embung)開発計画は次に示す6地区で,すべてワイ･アブ流域に計画されている｡

地区名 計画面横 事業状況

Gogorea

Marloso

Way Tele

Way Bid

Gmndeng

Metar

200ba

150ba

467ha

396ha

400ba

200ba

Study (1995/96)

Study (1995/96)

Study (1994/95)

Study (1994/95)
Study (1996/97)

S山dy (1994β5)

Total 1
,8
1 3ha

出所 profile Proyek, Proyek Irigasi Buru, Kanwil PU-Maluku, 1995

この他､ワイ･アブ及びワイ･メタ-ルにおいて､自然の河川の落差を利用した小水力発電が計画

されている｡現在この地区の農村部では火力発電により夜間のみ通電されている｡

これらに係るブル港叔事業所の予算(1995/96)は､ワイ･レマン堰の建設､開田1,030ha､小規模

ため池建設2カ所等を含め50億ルピアと見込まれている｡

ADBによるマスタープランでは,ワイ･アブ港瀧スキームを取り上げて詳細な調査(prep/S)を行

っているoこれはワイ･レマンとワイ･ロー地区を取り込んだ計画となっているが(面積も-部重複

している)
,事業観模が大きいため,これら支流の比較的小規模な港概施設から建設に着手し始めて

いる｡また､表涜水､地下水､ため池など水資源利用の絵合的な計画が欠如している｡

この地域をカバーする航空写真は､ 1 : 100,000のものが1977年に､ 1 : 10,000のものが1980年に

撮影されている｡移住事業の進行に伴い土地利用状況は大きく変化しているものの､地形把握には利

用できるものと思われるo地形図は,ワイ･アプ地区を除いて縮尺1 : 10,000､ 1 : 5,000が主要港叔

地区について1980年代未から作成されているoまた､縮尺1 : 2,000が部分的に存在する｡但し､こ

の地区の地形図は､各港漉地区を統一したローカル座標系で作成されている｡

3.3 農業支援組織

ワイ･アブ流域の農業支援組織についての調査として､ 1991年ADBによるAgro hstitutional

Profiles恥nchmark hfo-ation) for T山rd血igation Sector Proj∝tが実施されている｡ここでは､今回調査

期間中の聞き取り調査に基づく､イネ種子センター､農業普及センター及び農村協同組合の最新の状

況について述べる｡

ll



(I)イネ種子センター

マルク州農業部､食用作物部の運営するイネ種子センターは,ブル島アプ川流域のワイ･メテン湛

淑地区内にある｡ 1980年代はじめに設立され､現在全面積30haのうち23haが水稲, 5haがパラヴイジ

ヤ､ 2baが建物となっており､これが正式職貞2名､臨時職貞2名によって運営されている｡ここでの

主力イネ品種はR64であり,適正な肥料施用(尿素150kgAa､ TSP IOOkg伽､ KC1 75kgnla)と､機械

化作業(ハンドトラクタ-3台稼働)により, 3.5-4.Otonmaの収量をめざしている｡採取された種子

は､乾燥調整された後,直凄ブル島内の農民に,標準種子価格で販売する計画となっている｡しかし

ながら,現在のところ種子の品質検査の結果が思わしくなく,その販売には至っていないのが現状で

ある｡また,農業機械のメインテナンス体制の確立も課題となっている｡

(2)農業普及センター

マルク州農業部所管の農業普及センターのひとつは､ブル島アブ川流域のワイ･ビニ港漉地区内の

サヴァナジャヤ村にある｡これを拠点とする農業改良普及貞は､食用作物担当が釣30名いる他,エス

テート作物,畜産,水産の各担当普及貞が配置されている｡食用作物担当者は一人当たり約500ba程

度の範囲を受け持っている｡本センターでは､過4回農民を対象とした集会がもたれており,この中

で農民は比較的自由に農業指導を受けることができる.農業省の集約化プログラムであるBMAS計

画が,アプ川流域で稲作4,000ba､トウモロコシやダイズなどのパラウイジャ作1,200haにおいて実施

されている｡本地区での推奨作付け計画は,水稲二期作､あるいは水稲二期作とパラウイジヤー期作

とされている｡

(3)農村協同組合

村ごとに農村協同組合が設立､あるいは設立準備がなされている｡この組合の活動内容は,農業資

材(肥料､農薬､種子など)の供給,精米所の運営,米の食糧管理庁への売り渡し,農業金融の貸し

出し,小型籾すり磯の貸与などであるoまた､黒砂糖の精製販売､ダイズなどの販売などにもその範

囲を広げているoこのような流通の拠点は､これまでのジャワやウジュンパンダンから州都アンボン

に移行しつつある.このように組合活動の盛んな村がある一方､まだ十分に組織化されていか-村落

も特に上流側に見られる｡

12



第4章 計画の構想

4.1 開発計画のアプローチと案件の形成

本件調査は､このワイ･アプ流域の貧困問題の低減と流域環境保全のため,農村所得の拡大と持続

的農業農村開発を図ることを目的とした開発調査を行うと共に､もって類似する多くの貧困離島の開

発モデルとするものであるoまたワイ･アプ流域はマルク州の藩政稲作農業の拠点開発地域となって

おり,この稲作振興はマルク州の大幅な米の不足を補って､地域の自給率の向上に貢献すると共に､

サゴから米へと食生活の改善に寄与することとなる｡

農業離島の貧困問題の低減に有効な開発方式として,農業農村開発計画がある｡また対象地区が1

つのコンパクトな流域で,水利用の効率利用が強く求められている現状から､藩政農業を中心とする

流域絵合開発計画が必要である｡

この流域は､投階開発の思考がもう1つのアプローチとして必要である｡既入殖地で公共事業とし

て開田工事が実施されており港漉事業の緊要性が生まれているo Repelita-Ⅵにおいても､ワイ･アブ

流域でさらに2,500戸の移住計画が実施されており､農村整備が急がれている｡従って,この港救分

野のほかに､農業農村開発としての他のインフラ整備や農業支援のソフト部門の緊急度など時系上の

整理による投階開発手法が考えられる｡

このように,貧困や環境問題のほか,港漉等の水資源の効率利用､農業技術や流通の改善を目的と

するこの開発調査案件は､次のような部門によって構成されることとなろう.
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部 門 事業内容 事業主体 管理主体

<農村インフラ整備>

農道･農村道

農村生活用水

農村電化

砂利舗装 水資源稔局 DPロ

港耽用水の多目的利用 水資源総局 DPU

ローカルエネルギー(/J､水力､風力)水資源総局 DPU, KUD

<農業基盤整備>

港漉システムの整備

既存港漉システム

新規藩政システム

水田造成

取水機能の向上

ワイ･アブ港概事業

水資源給局 DPU

水資源給局 p3A

<流域環境保全>

流域保全

農地保全

<農業改良>

4.2

現行流域線化植林事業との調整 林業省 州林業部

ワイ･アブ沿岸農地の浸蝕防止護岸 水資源絵局 DPU

イネ種子センターの強化 州農業部 州農業部

農業機械化 借用供与とworkshopの開設 州農業部 KUD

改良普及事業の強化 州農業部 州農業部

ポストハーベスト 既存精米事業の強化 州農業部 KUD

<農民組織強化>

農村協同組合(KUD)の結成/活動強化 州農業部

水利風合(p3A)の結成/活動強化 DPU

(注) DPU :州公共事業部､

開発計画の構想

KUD :村落協同組合､ p3A :水利組合

農業セクターにおける均衡のとれた統合的な開発アプローチが,農業所得の効果的な向上をもたら

し､農村の貧困問題の低減に貢献することとなる｡ワイ･アブ流域の開発ポテンシャルの基となる資

源は､土地と水が豊かであり､労働力には1980年来着実に進展するジャワからの濯就農業に習熟した

農民の移住事業がある｡

ワイ･アブ流域農業農村開発計画調査においては､現況の把握と問題点を整理し,開発のポテンシ

ャルを評価して､各種の開発プロジェクトを創出･認定し､段階開発構想に基づく総合開発計画を策

定する｡

この絵合開発計画の中で､選定された優先プロジェクトについてフィージビリティスタディを実施

するo個々の構成プロジェクトは､小規模で簡素なものとなるであろうが､要点はバランスのとれた

稔合性である｡この計画の概要を次のように想定する｡

<農業基盤整備>

農業所得の拡大には､農業改良による単収の増大､濯掛こよる作付率の拡大と生産の安定が肝要で
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あるoワイ･アプ流域は､セラム島のパサハリ地区と共にマルク州の地域開発計画において､
2大米

生産基地に位置付けられており,この移住事業の進展に合わせて､中小親模の, 6地区の瀧波施設が

建設されてきた｡然しながら,その取水工の機能は不十分で､ワイ･ビニとワイ･テレの両地区は取

水堰が在りながら､地質調査が不十分であったためか,堰上流からの漏水が多く､残りの地区は自然

取水や床止工で､乾季の貴重な河川流水の取水効率はいずれも悪く,改良の必要に迫られている｡

また,ワイ･アブ中流城では,現行のR甲dita-Ⅵの5年間で2,500家族の新親入殖が進行中である｡

ADBの融資事業の¶SPで策定された｢マルク州港漉開発マスタープラン｣において,ワイ･アブ港

概事業計画の必要性がが確認され､ prep/Sとして次のように概走されている｡

ワイ･アブ堰:

位置:アブ川中流KampungMit肝地点

流域面積: 1870km2

港漉面積(ha) :

給計 (左岸 右岸) (補給 新規(内天水Ef]) )
~ 6,900 780

最大取水量(m3/s) :

左岸 右岸 全体

6,120 900 6,000 (2,029)

l.09 8.57 9.66

開田:

作付計画:

水稲(2期作) +palawija (大豆) (1期作)

単収(tonAla)

区分 無港漉水稲 藩政水稲

現況 1.0 2.0

計画 3.8

事業費: 280億Rp (1400万us‡)

経済評価:

相o･-5o･-0

EmR 営農の一部機械化16.5%

人力 12.7%

関連事業:

移住事業: 1,800家族の新規入殖(Repelita-Ⅵで実施中)

ワイ･アプ流域の北部の河川ワイ･ビニやワイ･テレは,流域が小さく森林も減少し乾季の表流水

が得られなくなっているoそこで,丘陵部に溜池(Embung)群の計画があり,低平地には地下水開発

事業がある｡地下水の一部は被圧し,深井戸からの自噴がみられるこの地下水は水質も良く､藩政が

主目的で生活用水にも供用されているoこれらの水資源開発は小規模であるが,
Basic HumanNbeds

@耶)やWIDに係わるものであり,流域全体計画の中に織り込む必要がある.

現在､水田開発が移住事業を支援して実施進行中であるoこれは港漉事業に関連して先行するもの

で､天水田として定住化期間の移住農民の生計を支援する緊急事業である｡

<農村インフラ>

現況の農村道は土砂道で農業生産材の投入出､通学や農村生活道となっている｡しかし雨季になる
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と一部の砂利舗装区間を除いて徒歩以外の通行は困難となる｡そこで,農村生活､営農やマーケテイ

ングの改善には,路面改良の必要がある｡

地域内にはpLNのディーゼル発電があり､主な集落に夜間の12時間に給電されている｡ワイ･メ

テン藩政システムの上流幹線水路や､他の河川で小水力発電の検討がなされており､電力需要の伸び

次第で可能性は大きい｡

く流域環境保全>

1975年前後､ワイ･アプ流域では大規模な林産開発が行われ､下流城のワイ･ビニ,ワイ･テレ等

の支流では､森林が減少して水源滴養機能が低減し､これら支川を水源とする港瀧事業の機能を低下

させている｡現在ワイ･アプ流域には林業省の全国クリティカルランド線化植林計画の対象地区にな

っており､当該流域絵合計画との協調化が必要である｡

流域総合開発の基本的な資源は､土地と水であるが,このワイ･アプの中,下流域には流域面穫に

比較し､相対的に広い開田可能な平野が展開する｡従ってここで港就農業開発を検討する場合の制約

要因は水となり,藩政用水確保の観点からも,緑化植林等の流域環境保全は極めて重要である｡

ワイ･アプ中流城は,河川勾配が中だるみで,雨季の大雨によって河川が氾濫し農地に湛水したり､

自然河川の岸の農地や河川堤を兼ねる州道を洗掘したりする｡農地保全の観点からも護岸の検討が求

められる｡

<農業改良>

農業支援組織の調査として, 1991年ADBによるAgro Institutional ProAlefor Third hgation Sector

Projectが実施されており､本報告書の第3章3.3においてイネ種子センター,農業普及センター等の

最新の状況について述べたが､農業総合開発の重要な構成要素として検討する｡入植者の配分用地は

2･Obaで､うちo･25baは宅地菜園地で残りの1.75haが農地となる｡この農地を開田し､集約的な湛概

稲作農業をフルに展開するためには耕作のための労働力が不足する.現在すでに耕東棟が一部に導入

されはじめ､ある農村協同組合は事業化の検討を始めている｡問題は耕寂機調達用の資金不足と､

Wotkshopがブル島内に無いことにあるoここに農業機械化センター構想が州政府のもとに生まれつつ

ある｡

<農民範織強化>

農民組織としては水利組合(p3A)と農村協同組合(KUD)が設立､あるいは設立準備中である｡

いずれも移住事業に関連して､ 1980年以降に設立された新しい農民組織であり､活動状況もリーダー

によって大きな差異がある｡この農民組織の強化が今後の課患となっている｡
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4.3 開発調査の概要

<第1ステージ>

1) 資料収集整理(上位計画､地域経済､統計資料､地形･地質･土壌臥気象･水文､作付

け･営農､土地所有､潅概排水､農業,農業経済､農業支援､農業農村インフラ,建設材料,

その他)

2) 各種現地調査(現地踏査､気象水文調査,現況潅漉排水施設､土壌調査､入植状況調査､農

業･農業経済調査､農業農村インフラ調査､環境調査､その他)

3) 開発ポテンシャルの評価と開発阻害要因の検討

4) ニーズと開発ポテンシャルに基づく案件形成と､段階開発思考による優先事業の選定

5) 流域農業農村捻合開発のマスタープラン(M/P)の概走

<地形図作成>

最優先事業(ADBのMnにて位置付け)の一つであるワイ･アブ濯漉事業計画のF/Sに必

要な地形図(面積釣10,000 ha,縮尺1:5,000)を作成する｡これには航空写真の撮影と水準

測量が必要となる｡なお,既存の港漉事業地区についてはそれぞれ1:5,000の地形図がある｡

<第2ステージ>

1) 資料･情報の追加収集

2) 現地調査(地形測量､地質調査,土壌調査､水文調査,農家経済調査､農家意向調査､建設

材料･物価調査､農業支援制度調査､社会インフラ調査､その他)

3) 優先事業の開発計画(F/S)の策定(土地利用,作付け･営農､潅概排水､農村インフラ､

農業インフラ､農業支援サービス,流通システム,主要施設の概略設計､事業工程､維持管

理,費用･便益, WID
･環境配慮､事業評価)

4) ワイ･アプ流域農業農村稔合開発の段階的長期計画思考によるM/Pの策定

5) 事業実施勧告

6) M/P及びF/S報告書の作成
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第5章 総合所見

5.1 箕困と環境の問題

マルク州では,全村落の54%8こあたる812村が貧困状況にある｡これは､全国レベルでの貧困率が

15%であることと比べ極めて高率である｡本件調査対象地域はすべて農村部に位置し貧困な地域の中

にある｡ワイ･アブ流域では､ 1980年代の初頭にジャワ島からの移住事業が開始され､入殖地を中心

に､開田による天水稲作が始められたoその後この移住事業を支援するMay Bimi, Way Meten, Way

Gm等の小規模な藩政施設が支流に建設されてきたが､整備水準が低いこともあって米の単収は低

い｡加えて取水施設が不十分で乾季の取水が困難で作付率も低く､湛概事業地区にあっても農家の所

得は低迷している｡

1975年前後､ワイ･アプ流域では大規模な林産開発が行われ､下流域のWay Bini, Way Tele等の支

流では,森林が減少して流域環境の劣化をきたしている｡またこれに因って,水源滴養機能が低減し,

上記港概事業の機能低下の主因にもなっている｡現在､ワイ･アブ流域は､林業省の全国クリティカ

ルランド線化植林事業の対象地区になっており,本流域総合開発計画との協調化が必要である｡

ブル島には古くから,オラン･グヌン(山の人)と呼ばれる狩猟や採集を業とする人が山岳部に住

んでいる｡現在,ジャワからの入植者とは協調関係にあり,人殖計画にもローカル枠が設けられてお

り､同化が進んでいる｡

5.2 開発調査実施への熟度と協力の可能性

(1 )調査実施への熟度

マルク州はジャワから遠隔の地で､気候風土や食文化の違いからこれまでサゴが主食とされ,稲作

農業は軽少で各種の統計資料でも藩政面積については殆どが不明であった｡このプロジェクトファイ

ンデイングの現地調査に先立ち､利用可能な資料を検討するなかで,港親分野については開発のポテ

ンシャルが低いが故の後進性であると予想した｡しかし本調査において､藩政農業開発のポテンシャ

ルの高いことが確認され,その開発阻害要因となってきた道路､電力,電話等の関連インフラの整備

が急速に進展していることが明らかとなった｡ 1980年代の初賓にジャワからの移住事業が開始され､

開拓の進展にともなって天水稲作に加え､農民の自助努力の村落港漉による稲作も始めるに至ってい

る｡

このような状況にあって, 1987年からのADBの融資事業､ Third higation Sector Project (TISP)の

一環として実施された｢マルク州濯激闘発マスタープラン(MIP) 1990｣は唯一の有用な調査報告書

となっているoこのMmには,ワイ･アブ流域農業農村絵合開発計画の中核となるワイ･アブ藩政事

18



業計画構想が提示されており､水資源総局はその開発調査(F/S)に必要な気象水文調査を開始して

いる｡

現在,ワイ･アブ流域には､その支流を水源とする6つの濯概事業がある｡これら事業の取水施設

は自然取入れ,蛇寵堰,漏水頭首工と,いずれも取水効率が悪く乾季作に支障がある｡この間題の解

消には､個別の堰の改良に併せ,ワイ･アプ港概事業計画への合口としての比較検討が緊要となって

いる｡

(2)協力の可能性

ワイ･アブ流域内には,ジャワからの移民を中心とする,水利組合や村落協同組合が育ちつつあり,

ライス･ミル事業の拡充,ハンド･トラクターの普及等､極めて意欲的である｡他方州政府の関係部

局は､水稲種子の増殖配布事業の強化,農業機械化ワークショップの設立､小水力や風力等のローカ

ル･エネルギーの開発に意欲的を示している｡

また､水資源稔局をはじめ州政府の関係者はいずれも､貧困離島の･･島興し･･には､地域の資源を有

効に活用し､プル島であれば港漉稲作を中心とする､各部門のバランスある農業農村開発が重要であ

るとの共通の認識が十分であり,その協力が強く待たれている｡

5.3 上位計画との整合性

( 1 )第6次開発5カ年計画(Repelita-Vl)

Rqpelita-Ⅵは､仝セクターを通じ､開発の均衡化及び貧困の克服,都市と農村の開発の均衡等を開

発目標の重要事項とし,インドネシア東部地域の開発優先政策を打出している｡また農業開発政策に

おいては, 1･食料自給維持, 2･就労機会の拡大と農業生産性の向上, 3.農産物の輸出の増大､ 4.農

業関連親織の整備発展､ 5.貧困の克服を具体的な施策としている｡

水資源開発分野においては､ 1･食料生産/米自給維持の支援､ 2.
･沼沢開発地へのエステート産業

誘敦､沿海養魚池整備等によるアグロインダストリーの支援,
3.水資源開発の多目的化/省水力発電

によるクリーン･エネルギー開発の支援､ 4･生活用水の供給､洪水辛魅の制御等による快適な居住

環境の創設支援､ 5･遠隔触低開発Bh/国境地帯なかんずく東部諸州の開発促進による,開発の地域的

不公平性の解消の, 5つの政策指梼を掲げている｡

上記の国家開発上位計画は､本件ワイ･アブ流域農業農村開発計画の事業目的に､正に整合するも

のであり､地区受益者はじめマルク州並びに政府関係機関は,本件事業の具現化に期待を大きくする

ところである｡
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(2)第3次アンブレラ計画

インドネシアとわが国の両政府は､第3次アンブレラ計画を策定し, 1995年の中葉から農業農村総

合開発計画に係るアンブレラ方式による協力を開始することとなったoこの計画はRq'elita-VIに始ま

る第2次25カ年計画の主目標である農村社会の生活水準改善のための農村総合開発の振興を図るもの

であるoこの政策課嵩として､ 1･人材の育成, 2.技術開発/能力向上, 3.農業普及システムの改善､

4･港渡部水施設の改善､ 5･農業信用システムの改善､ 6.農民組織の強化､ 7.収穫後処理･流通の改

善､ 8･農村インフラの開発を掲げているoまた次の4つの農業エコシステムのモデル開発地域として

4つの州が選定されている｡その農業エコシステムは､次の4タイプである｡

I. bigatedA托a (港瀧地域)

稲作生産性向上､作目の多様化(港漉･排水等の農業インフラの改良､水管理の強化,農

業機械化､農民組織の強化)

2. ngh1andAm(畑作地)

農業生産の多様化ことに園芸作物､畜産の振興(優良種子の普及､農業技術普及,ポスト

ハーベストの改善)

3. Lowland (R由血d) Am (天水地域)

適正農業生産システム(適正作目の選定,生産技術の開発/普及,小規模水資源開発)

4. Swamp Area (沼沢地)

包括的農業開発計画の達成(排水改良､適正作付体系の導入)

ワイ･アブ農業農村開発計画このアンブレラ計画に照合すると､農業エコシステムは1.の1rrigated
j■

Areaに相当し,プロジェクトのコンポーネントも稔合的であり､正にアンブレラ方式協力の理念に整

合するものである｡

5.4 協力の意義

(り食生活の改善

マルク州の住民の食料はこれまで,サゴを主食とし米は従であった｡マルク州での近年の米の生産

は精米換算で,人口1人当たり平均28kg/年に過ぎず,インドネシア全体の平均消費量､一人当たり

140kg/年と比べると極端に少ないことが分かる｡現在､マルク州では,米食への曙好が高まりその消

費量が伸びており､米を他州からの移入に頼っているのが実情である｡一方でインドネシア全国では,
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今年､米は深刻な不作となり約200万トンもの米を緊急輸入する必要に迫られている｡

マルク州の地域開発計画に因れば,ワイ･アプ流域はセラム島のパサハリ地域と共に,マルク州の

米生産2大拠点に位置付けられている.現に､ワイ･アプ流域には6,476haの水田があり､うち

4,347haが藩政水田となっている.港親水田に限れば､現況のマルク州全体の約3/4がワイp･アブ流域

に集中しており､さらに開発のポテンシャルを考慮するとき､マルク州の生産性の高い米穂となるこ

とに疑いの余地はない｡

(2)開発アプローチのモデル性

インドネシアでは今Rqpelita-V以来､地域格差や貧困問題を抱える東部地域の､開発優先政策を打

出し,国を挙げてこの諸問題解消に取り組んでいるoしかしながら実効性がありフィージビリティの

高い優良案件の創出に,苦慮しているのが実状であるoまた効率的な開発のアプローチについても論

議の多いところである｡

貧困離島の諸問題解決の最適開発アプローチとして､農業農村稔合開発計画が､今ブル島で開始さ

れようとしていることは真に時宜を得たものである○ブル島は､このインドネシア東部に多い貧困離

島の代表的な一つであり,この農業農村稔合開発アプローチによる島興しの実証は､他の多くの類似

貧困離島の開発モデルとしての役割を果すこととなる○また,農業農村捻合開発計画については,第

三次アンブレラ計画として, 1995年の中葉からわが国,との2国間協力が開始されることとされており､

本件ブル島の農業農村投合開発計画調査の実施については,中央政府を初め州政府関係機関の十分な

理解と協力を期待することが出来よう｡

他方､水資源開発分野の行政はこのRepelita-Ⅵのスタートを機に､河川水系の保全と資源管理の強

化を重視し,水資源稔局の関係部局の改組を行ったo即ち稔局はこれまでの港漉Ⅰ局､藩政Ⅱ局､河

川局､沼沢局と事業工程別であったものを,西部､中部,東部開発局等に地域や河川水系を重視する

ものとした｡水系一貫の水資源の有効利用を図るワイ･アブ流域農業農村開発計画は,親模もコンパ

クトであり､正に水資源開発行政の新しい開発アプローチの有効性の実証の場として相応しいものと

なる｡
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1 ･ ProjectTide

2･ Study Area

P 'ectJ)' est

FeasibilityStudy on Way Apu River Basinhtegrated Agriculturaland
RuralDevelopment Project

Way Apu River BasininBtm Island
･

Keel BuruUtam Timur, Kab･ Maluku Tengah, Propinsi Maluku

3 ･ Executing Agency Directorate Generalof Water Resources Development (DGWRD),
Mimistry of Public Works.
Supporting Agencies in Maluku Province;
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I Dinas PertmianTanamanPangan
- Kanwil TransmlgraSi
- Kanwil Koperasi

4 ･ Objective

5･ S山dy
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a･ To providethe FeasibilityStudy on Way Apu River Basin
htegrated Agriculturaland RuralDevelopment･

(Stepped Approach; M伊or Pre-F/Sand then F/S)
b ･ To raise living standard by means of promotion of integrated

agriculturaldevelopment,and eventual1yal1eviate poverty･
problemsinthe remote island of Buru.

c･ Toincrease employment opportunitiesforumskilled labor.
d ･ To transfer technologiesandknowledge.

Mdium-and Long-term Objectives
a･ To support bothnadonaland provincialprogram on self-
sufficiency ln rice.

b ･ To establish sustainable imigated agriculturalandrural
development by means o.fstrengtheming o&M acdvities by PU
as well as farmers organ1Zations of P3Aand KUD.

(I)lmprovement of infrastructure for agriculhualproduction
l) Imigadonand drainage system
Rehabilitation & Upgrading of existlng imigation systemand
expansion of imigation & drainage system.
2)加velopment of paddy field together withtertiary imigation
canal.

3) Protection of v山ageand血Il landfromflood/inundati.n.
4)加velopment of Groundwater, Embung, Swamp, Mimi-hydro
power･ Wind power for pumplng･
5) Muld-purpose dam/reservoir at upstreamof Way Apu･

(2)lmprovement of farming system
1) Strengthemig agriculturalextension center (BPP) and seed
center (BBU).
2) Diversification of cro.ps･
3) Increase of cropping ntensity･
4) Promotion of mechanized farming.

(3) hprovement of marketing system
l) Strengthening of KUD activities.
(farminput supply･ post-harvest, marketing of farm products ,

agriculturalcredit)
2) hprovement of farm-to-market road
(paved by gravel/asphalt)



6. Project
Justification

7. Related Studies

8･ S山dy血put

(4) Strengthening of farmers'organizations for sustainable agricultural
developⅡ蛤nt

l) P3A (0&M for tertiary canal, recovering of O&M cost for

main system)
2) KUD (supply of fan inputs,ricemi1l, credit, workshop,
1easing of agriculturalmachinery, processing of fan products)

(5) hprovement of living condition
l) Domestic water supply by exploitation of artesianwell.
2) Smal1animalhusbandry by WID.

(6) Environmentalconsideration

l) Watershed management
2) Aforestationand reforestation

3) Soiland water conservation for sustainable agriculture
4) Protection of water qualityfor domesdc useand fishery

The Projectshall be formulated withinthe followingframeworks;
- RepelitaⅥasweu asPJPT II
I ProgramPembangunanPengalran, Pelita VI
- Pola Dasar Propinsi Maluku

- Third Umbrena Cooperation for htegrated Agriculturaland
RuralDevelopment

- Master Plan for hTigation DevelopmentinMaluku Province,

TISP, ADB, 1990
I Formulation of hgation Development Program, DGWRD,

JICA, 1993

- Preparationfor second IISP, ADD
I Pro血e Proyek, Proyek hgasi Buru

FeasibnityStudy
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Mapping
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t･ BackgT'Ound and Suppol･ting tnfor･mation

l･1 Justification of the Project

1. 1. 1 General Information

1) NationalDevelopment Plan

加spite of the successful achievements madeinthe previous First NationalI･ong Term(25

years from 1969 to 1994)加velopment Plan,thereare stin a number ofproblems leftunsolved.

These problems should bethe Government chanenges fortherunnJng Second NationalLeng

Ten Development P血(Pm-Ⅱ)血1u血g fbuowing sig血色cant issues.

C.

Low income per caplta･

Unequaldistribution
of development gamsamongthe reglOnS,the sectorsand

the groups of people･

A large numi)er of肋or force withgenerany low educ血on whne employment

opportmities have beenunable to absorb dlthe force.

The development policiesin6th5 Year加velopment Plan(Repehta-Ⅵ) which is a first 5 years

slice of PJPT-II, aqe based onthe trilogy of development,the same policies for PJPT-II;that is,

a.

b.

C.

Equaldisbibution of developmentundertakingand development
gainsinthe

efforts of aHainingthe prosperitywithsocialjusticeof the wholepeople of
lndonesia.

Sufficiently higheconomic growth.

Healthyand dynamic nationalstability･

h R甲e止ta-Ⅵ period, agriculttualdevelopment will be directed towardsincreaslngtheincome

andliving standards of farmers, expanding the employmentand business opportunities,and

supplyingand expandingthe domes血and internationalmarket by means of developed efficient

and solid喝ricultLue SO aS tO be able toincreasethe diversi{1Cadon of products, improv皿gthe

product qualityand processing level,and to support regionaldevelopment.

加velopment of imigadon win be continued by expandingthe imigation
schemes so as to get

more balanced inthe use of waterand to ensure conservation of water, protectingthe

productionareasand preventlng devastation byfloodsand drought, and to supportthe
utihzadon of new agriculture fields,and provision of water to the people･ Ikvelopment of
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imigationfor agriculture should be increasedinorder to m血tainthefunction of water

resourcesand imigation scheⅡ蛤S･ Imigadon development isalso designedincoordinadon

withthe other water-consuming-sector planning such as sedementandindus叶,river

m由ntenance, hydro-elec由c power developmentand tomism developⅡ蛤nt･ Maintenance and

rehabnitation of irrigation schemes w皿1 continuously beincreased･ People- s abilityand

participationinmaintainingthe imigadon canalsand tertiary and quarterly s加ctures of imigadon

inself-help schemesand more efficient use of water, should be encouragedand increased

through,amongst others, promotlngthe role of cooperadves, guidance to water-user farmers.

grOupS･

2) Maluku Province

Maluku Province is locatedinthemiddle of easternreg10n Of Indonesia,and consists of a

thousand islands witha totalarea of 85,700 km2 studdedinthe wide waters between Sulawesi

and Irian Jaya.

The major islands are Seram･ IIalmahera･ BuruandAmboninwhere provincialgovernment is

located･ Thearea is very far from Jakartaand about 2,400 km tothe East with2 hrtime

difference.

AnnualmeantemperatureinAmbon is 26･3oC,and stable as 30･ 1oC m血m averageand

23･3oC nmimum average･ Meanannualrainfd is 2,840 rnm, butannualfluctuadon is large

as 1,864 - in 1993and 5･191 -in1988 caused byunstable dryand rainy season･

The populadon is 1,850,000 by census in 1990,and estimated at 2,090,000 as of 1995.

Increase rate of populadon is highincluding imigrantfrom Java as 2.88%in1970-sand

2･78%in19801s･ Fifty-Rvepercent of the population is Moslem and 41% is Protestant.

About 27･2 m皿on, 15% of totalpopuladon in Indonesia are now suffering atthe below

poverty line,andal1evia血n of this povertyproblem is one of the most important issues in

currentmionaldevelopment policy･ Inthis circumstance, shearof villages under povertyhe
is very large as 54%inMaluku, hence the aueviation of the povertyproblem is currendythe

most sigmi丘cant taskinthis province･

The most serious consb･aint forthe regionaldevelopment in Maluku was badness of

accessibilityto projectsite･AldlOughmajor transportadon meansinresent were ferry boatand

coastalboaL car transportation means win be avanable withinone year, because of the new

development of road network in major islandsinthis province.
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3) AgriculturalDevelopmentinMaluku Province

The development plan onthe agricultureand irrigation sector during Repe1ita-Ⅵ in Maluku

Province is asfollowing lSSueS･

expansion of agriculturalproductsand raising of self-sufficiency rate inrice

conservation of enviromment forliving

eradication of povertyproblems

water supplyfor domesticiimigationand industry purposes

Staple food inthe Province has been sago, andrice has been subordinate rnain1yfrom upland

paddy･ Transmigradonfrom Java has been a lot since 1980･s,andthe imigrants have

opened paddy fieldand developed simple irrigadon system bytheir spontaneous efforts of
SWADAYA activities･

･Imigadon
proJeCtunder Public Worksinthe province had no history

unti1the beginning of 1990's.

According tothe statistic report in Maluku, 1993,the paddy producdon was 44,800tonsfrom

paddy field of 5,270 ha and upland of 19,710 hal nLe rate Of self-sufficiency nrice is very
low as 15 kgper capital Presently･ a taste of staple food is shifting from sagoand cassava to

rice･ The den-d ofriceinthe province is rapidly increaslngandthe supply is largely

dependent onthe import from other provinces･

Underthis situadon,the D血ctorate Generalof Water Resources Development (mWRD)

conductedthe Third Imigadon Sector Project(TISP), assisted by ADB,and co叩1eted some

rehabilitation and upgrading of imigation schemesinthe provinces ofMaluku as weu as Aceh,

NorthSumatraand West Java･ Way Apu imigadon scheme has been studied withhighest

priority inthe master planfor irrigation development in Maluku Province as apart of the TISP.

1.1.2 Project Area

Thearea is located dnthe northeasternpart of Buruisland witha range of ladtude of 3｡15, -

3o30'Sand longitudeof 126o55'- 127oO5'E･ Thearea is one of the largestflat in Maluku

Province･ Way Apu which has -y tributaries m止es wide me血der beltinthe center of the

flat･ The big nverflowsfromthe centralmountains ofBuruisland to Kayeh bayinnortheast

of the islandthroughouttheyear.

The arealies onthe equator belt, sothat its climate such astheamountand season of rainfall
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significandy nuctuates year by year･ The climatic recordsin1993 at Namiea stadonare

showninthe following table as an example･

Jun Jul Åug Sep Oct Nov D∝

Temperature (C)

Average

Maximum

Minimum

Rain払11 (mm)
Rain days

Sunshine (%)
Atmosphere (mb)
Humidity (%)
Ⅶnd

Average (knot)

Direction

Maximum (knot)
Direc丘on

3

7

0

5

0

9

QO

5

6
.
0
.
3
.
4
1
7
0
0
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The basinof Way Apu is a targetarea of transmigration programstartedfromthe early 1980,s･

Totalnumber of households settlinginthearea accounts for 5,000 as of early 1995,and

another 2,500血m山es are planned to imigratefrom Java during Repe1ita-Ⅵ.

The program1gmited great efforts on land developmentand construction of infrastructure, such
as irrigadon, road, electricityand communicadon･Asfor imigadon facihdes,the fonowing

schemes except for Way Lo Bawah had been constructedinthe early 1980･s. Some schemes

of those need to be rehabnitatedand some need expansion of their coⅡmdarea to meet

additionaltrans-gration program.

Imigation

Scheme

Way Bid

Way Tele

Way Meten

Way Geren

Way IAta

Way Lo Atas

Way Lo Bad

Way Lemanrrina

Way Apu

Present S
awahnrriOn hd

R由血 Simple

100

Technical ■Development

396

367

2,020

750

931

495 1 50

284 100

1,250

2,129 250

Source: Profile Proyek,

855

1
,000
523

5,650

4,097 8
,395

Proyek Irigasi Buru, Kanwil PU, Maluku, 1995

Total Condition

Oa)

396 Functioned

467 Groundwater

2,020 Functioned

750 Funcdoned

931 Functioned

1,500 Dの(1994/95)
1,000 Plamed

907 D/D (1993/94)

6,900 Planned

14,871

The ProvincialOffice of Food Crops Agriculture supports farmers, actividesinthe area, such
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as extension of farⅠIlingtechnologies, supply of farmmputsand marketing of farm products･
AgriculturalExtension Center (BPP)and Rice Seed Center (BBU) were estabhshedinthe area

buttheir activities stnl renuh inefficient so much because of lack of workshop for machinery,

lack of techmicalstaffand so on･ Vnlagemit cooperatives (KUD)and water users･

association (P3A) are establishedandfunctioned well in some parts but notinal1.

1･1･3 JustirlCation of the Project

The main issues notedinRepelita-VI are acceleration of the developmentinthe remote region Of

eastern provinces, eradic血)n of povertyproblemsand sustaining of self-sufficiency inrice.

All of these issues am completely coincide withthe development concept of the Project.

The basinof Way Apu is a largestarea of paddy production in MaluknProvince, which

consists of athousand of islands withtotalarea of 85,700 km2･ The productionanount of

riceinthe province has been far fromthe sufficient level due totheir traditionalway of血ming

and lack of supporting systemandinfrasbructure such as imigation systemand transportation･

The provincialgovernment putsthe highpriorityto agriculturaldevelopment inthisarea during

Repelita-VI･ mWRDalso directs moreinvestment tothe irrlgadon proJeCtSinMaluku

Provinceand basin-wide study on water resources development.

Since die beginning of 1980- s, imigrants from Java have startedrice cultiv血on in paddy

fields which have been newly openedand imigated by simple or small-scale facilitiesinsome

PartS･ Recendy rehabilitadonand new construction of irrigadon facihties becomeanurgent

issue in order to increaseand stabilizcrice producdonand rrLeetthe requlrement for new

imigrants･ In addition･ m出gation ofruralpovertyin remote islandsand sustainable
agriculture could be achieved onlyunder efficient supports by governmentand famers,

organizations.

htegrated agriculturalandruraldevelopⅡ-t approach is the most competent means to achieve

the fnaltarget oftheal1eviation ofruralmass povertyproblerru･ Consequendythe proposed

study components shall be widelyintegrated asfouowing details.

(1) lmprovement ofinfrastructurefor agriculturalproduction

l) hgationand drainage system
Rehabnitadon & Upgrading of existing imigation systemand expansion

.3,)E?o!;ohSpobm&oeenonnftt&is:g.3uniedd,15yigFArebfr%F;Es:oeonwii#z:ih:od;i;oanpal.･wer,5' Xdhbq-PpOi;e.rs:oHnpslen3ム止at
u,sheam.f Way Apu.
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(2) Improvement offarrmng system
l) Strengtheming agricultural extension center (BPP)and seed center
(BBU).

…;'BicovrEril:e?.Conafh.ffrnOmPO;aaStbn監ng.
(3) lmprovement of marketing system

l) Strengtheming of KUD activities.
(farminput supply, post-harvest, marketing of fan products,
agriculturalcredit)

2) lmprovement of farm-to-market road

(paved by gravel/asphalt)

(4) Strengthening of fa-ers'?rgmizationsfor systain_ableagriculturaldevelopment
)
ー

ー

2

P3A (0&M for tertiary.canal, r?coveringof OWTcost for
maip system)

KUD (supply of fan Inputs, n.Cemill, credit･ workshop, 1easlng Of
agricultLlralmachinery, processlng Of farmproducts)

(5) lmprovement of living condition

呈;謡慧芸bhrusSbuPanPSb;yex&Thonof adesianwell･

(6) Environmentalconsideration

)
ー
.ー
)

ー

2
3
4

Watershed management

Aforestationand reforestation
Soiland water conservation for sustainable agriculture
Protection of water qualityfor domestic useandfishery

Inthis way, thisintegrated development approach win be duly conformed withtheframework

of the Third Umbrena Cooperadon for Integratedand Rural加velopment agreed upon both

Government of Japanand lndonesiain1 995.

The Projectshal1also be a pilot project forintegrated agriculturaldevelopm'ntina number of

托mOte islands scattering ln eaSternIndonesia.

1･2 Name of theProject

FeasibihtyStudy on Way Apu River Basin Integrated AgriculturalDevelopment Project

1･3 Project Area

The Studyarea istheriver basinof the Way Apu inthe Buruisland
of Maluku province, as

showninLecadon Map･ The totalimigation area plannedinthe ahvialplain of Way Apu

rivpr basinand adjacentWay Biniand Way Lata river basins accounts for approximately
15,000ba.

- 31:



I.4 Institutional Frameworks

bectorate Generalof Water Resources加velopment (拡WRD), M血s呼of Public Works

w山act as a responsible agency for the preparation, arrangement and superv1Smg

implementation of the project OPeration･

The Study is extendedinMaluku province, so that suppo血g agencies win cooperate with

mWm･ The supporting喝enCies coordinated by Regional加velopment Planning O臨ce

(BAPPEDA) sham be comprised of Regionaland Provincial0ffice of Public Works, Provincial
Office of Food Crops Agriculture, RegionalOffice of Transmigradon, RegionalOffice of

Cooperative.

1･5 Governnent Follow-up

Afterthe completion of血e study,the Government of Indonesia win reflectthe study results to

theintegrated agriculturaldevelopmentandintegradon tothe comprehensiveruralimprovement

Program High
priorityprojectsidentifiedinthe study win be promoted tothe next stage for

the
projectrealizadon based onthe recommendation･ This type of the projectwin conbibute to

overcom5the constraints of the fhmig ac也vityand low agriculturalproductivity,andthen to

eradicatetheruralmass pove爪y problems.

-7-



tt･ Objectives of the Pr･oject

2･1 Immediate Objectives

TYle irmlediate
objectivesof the Study are to prepare a study report onthe Project,which will

consist of master planoftheintegrated agriculturaldevelopⅡ蛤ntinthe Way Apuriver basinand

feasibilitystudyof the identiBed priorityprojects.The detaus of the objectivesare as follows.

a. To providethe Feasibility Study on Way Apu River Basinhtegrated

Agriculturaland RuralDevelopment･

To raiseliving standard by means of promotion of integrated agricultural

development,and eventuallyal1eviate poverty problemsinthe remote island of

Bum.

To increase employment opportunitiesforunsknled labor.

To transfer technologiesandknowledge･

2･2 Long-range Objectives

To support bothnadonaland provincialprogramon self-sufficiency lnrice･

To establish sustAnable irrigated agriculturalandruraldevelopment by rr-s of

strengthening O&M activides by PU as weu as farmers organizations of P3A

and KUD.
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Itt･ Plan of Opcl･ation

3.1 Scope of Works

The study will consist of two stages･ Atthe first stage, a master plan of integrated agricultural

development w山beformulated throughanalyses of present situation, evaluation of
development potentialand consb･aints,and screening of priority projects. Atthe second stage,

feasibihtystudy wi山be camied outforthe priorityprojectsto be developed urgently.

3.1.1 First Stage

l) Data conection

To collectand review avauable dataandinformation relevant tothe bothflrSt Stageand

second stage as followlng Items:

a･ Latest nationaleconomic development plan, regionaldevelopment plan,
investment planof Public Works, agriculturalpolicy'imigation policyand

b. gTg;.%gr:e.onn.pS;?ymal∝｡n.myandstatistics
c ･ Topograpby

…: aei謡ogy,
hydrologyandwaterquality

g. Soilsand land use

2･
LC:pdPtTngurTd

farming PraCdce

Jk･.Flhig.adtidOA:gdeFainagel･ Agriculture

m･ Agro-economyand agriculturalsupporting system
n ･ Agriculturali皿丘astructure

o. Sbcialinfrastructure

p ･ Construction materialsand cost

q ･ Environmentand
gender issues

r･ 0也訂rePOrtS, WOrking papersand documents related tothe prqect

2) Field survey

To carry out field investigation･ surveyand observation onthefo1lowing Items:

cd

e
t
L

gb

Field recormaissance of the potemialareas for development

hvestigation of existing hydrologicaland meteorologicalobservation networks
Investigation survey onthe existing imigationand drainage schemes
Installation of meteorologicalandhydrologicalequlPmentand observation
Observation of river discharges･ sediment transportationand water quality
Observation of soils
hvestigation of transrmgration sedementinand aroundthe study area
Agriculturaland agro-economic survey
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Agriculturaland socialinfrastructure survey
Envirommentalsurvey

3) Assessment of development potemialand constraints from viewpoints of

endowed naturalresources･ environmentand socialaspects･

4) Screening of priorityprojectsinthe basinby means of selection criteriaof

natural, techmical, agricultural, economic, socialandinstitutionaldevelopment

potential.

5) Prelinharyformulation
of master planof Way Apu River BasinIntegrated

AgriculttnalDevelopment･

3 ･ 1 ･ 2 Photogramnetric Mapplng

Topographic maps necessary forthe feasibility study of Way Apu irrigadon scheme win

be provided by means of afro-photogrammeby withcontrol point surveyand direct

leveling beforethe implementadon of ale Studyinthe Second Stage･ The requirement

ofthe mapplng Will be about 100 km2inareaand I to 5,000inscale.

3･1･3 Second Stage

伽the basis of the results of preceding master planstudyand studyinthe fTlrStStage,in

the second stage feasibnitystudy shall be carried outforthe selected priorityprojects.

1) Additionalcouection
of dataand information

The necessary dataand info血on shall be conected for plannlngand design of

the
priorityprojectsinthe basin.

2) Field Survey

芸'.Bp.:gca&Pials=desy.i.mechami｡alsurvey

昌'.T.entesou-A;ye?ologicalsurvey
…: Fc=truThT.Onmi:bTalesyananddcp.us?ぎcsslnesydtadons耶ey

l!‥琵SnalwdgPiSEn:vughloye:emn=:ey3) Formiadon of development planforthe priorityprojectsconcerningthe
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following items:

a. Land use
b ･ Cropplng Patternand farrmng system

昌･.
I

LEggFalaq芸asan&S;turaineage
system

e ･ Agriculturalin丘astructtm

f･ Agriculturalsupporting servicesand marketing systems

,!･'Elm;=7SenT:an:9d:e.n3ce:.5nsul;soeodfrS?epc;yzsb
k. Environmentaland WID consideration
1･ 托ojectevaluation

4) Compledon of the basin-wide master planforintegrated agriculturalandrural

development withlong-range impleⅡ蛤ntation schedule

5) Recommendationsfor project implementation

6) Preparation of master planand feasibilitystudyreport

3.2 Study Schedule

The study w山be camied out within aperiod of 14 monthsinaccordance withthe tentative

work schedule as showninAppendix-I.

3･3 Reports

The study teamshal1 prepareand submitthefo1lowing reports tothe Govemment of Indonesia.

1) Inception Report

ThiQ (30) copies within one (1) monthafterthe coⅡmencement of the Study

2) Progress Report I

ThiQ (30) copies atthe end of the fTlrStfield work in hdonesia

3 ) hterim Repor(

Thiq (30) copies atthe start of the second stage of the Study

4) Progress Report II

Thirty(30) copies atthe end of the second field work in Indonesia

-ll-



5) DraftFinalReport

Thidy (30) copies atthe end of the second stage of the Study

6) FinalReport

Fifty (50) copies within two (2) months after receivingthe comments of

DGWRI) onthe DraftFinalReport
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6) To exemptthe members of the Study Teamfromincome taxand other charges

imposed on or in connection withany emolument orallowance paid tothe

members of the Study Teamfortheir services inconnection with the

impleⅡ旭ntation of the L
Study ･

7) To provide necessary facnities to the Study Team for remittance as weu as

udli2adon offunds introduced into Indonesiafromthe coun&y of the Study

Teamin connection withthe implementation.

8) To secure clearanceforthe use of communication facnitiesincluding

transceivers withallocated丘equencyand electromic distance meaSurmg

in stmments.

9) To ensurepemission to take au dataand documents related tothe Study out of

hdonesia tothe Country of the Study Team.

(2) DGWRD win･おits own expense, providethe Study Teamwiththe fouowing, in

cooperation withthe other relevant orgmizations:

1) Avai1able dataand information related tothe Study.

2) Coumterpart personnel to assistthe teamand participateinthe various activi也es

forthe Study･

Suitable office space withnecessary equlPmentinthe Studyarea･

Credemials or identi丘cationcards tothe members of the Study Team･

(3) The Government ofhdonesia w山bear claims, if any arises agalnStthe members of the

Study Teamansmg from, occurrmginthe course of, or otherwise connected withthe

discharge of their dutiesinthe implementation of the Study'except when such claims

arise from gross negligence or wiufu1misconduct onthe part orthe members of the

Study Team.
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Appendix･Ⅰ

Tentative Work Schedule

Wbrk 1stStage 2ndStage

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 EZ] 12 13 14

DataCollectionandField

InvestlgationforMasterPlan
?貢

l
韓l■...妻l;

l
さ詑<ミ◆

l
】モ:..､ー.○.】盆一.r.◆...≒:出..

PreliminaryFormulationof

MasterPlanforWayApu

RiverBasinandSelectionof

PriorityProjects
r

l

DataCollectionandField

SurveyforFeasibilityStudy

ULJLq

FormulationofPriodtyProject
DevelopmentPlanand

CompletionofBasin-wide

MasterPlan l

A

l

Ⅶ
l

帆

l
l
管

PhotogrammetricMappmg

(Shooting,Controlpoint

survey,LevelingandMapping)

l

5ー

萱-ー.珊HH_.___,j､...潔.

Report A B C E F

Legend:

Report:

Gmy Bar: Field Work Period in Indonesia

White Bar: Home Office Work in Japan

A: Inception Report, B: Progress Report I, C: hterim Report, D･･ Progress Report Ⅱ

E: Dr姐Final Report, F: FinalReport



ZV･ External and the Government Inputs

4･1 External Inputs

l) Expertise required

A totalof 65 man-months of expert services will be required as showninAppendix-=I

of tentative asslgrLment schedule.

-
2) Equipment

The Study Tead is requested to provide au kind of equlPmenL machinery'stationery

and consumables necessary forthe work.

3 ) Traiming

Traininginabroad totany 4 man-months w止1 be requested･

4･2 Inputs of the Government of Indonesia

To facihtatethe smooth implementadon of the study, the Government of the Republic of

Indonesia will take necessary measures.

(1) DGWm win make necessary arrangement withLthe cooperadon of othe, ,elevant

organizadonforthe followlng:

1) To securethe safety of the Study Team.

2) To provide medicalservices as needed･ Its expenses wiube chargeable onthe

members of the Study Team.

3) To arrange for quickand smoothcustorru clearance of the equlPmentand

materials required forthe Study at free of any charge.

To pemitthe members of the Study Teamto enter･ 1eaveand soJOurnin

Indonesia for duradon of their asslgnment and exempt them from ahen

registration requirements (and consular fees).

To exemptthe m=mbers of the Study Team from taxes, dutiesand other charges

on equipment, maChineryand other materials broughtinto Indonesia forthe

implementation of the Study ･
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6．　現地写真

マルク州公共事業部（アンボン）二王上上u良風　　　「▼ン：ビン

マルク州公共事業部（アンボン）

マルク州公共事業部（アンボン）鋤ヱ’LA事象＆iて上声」＿

マルク州公共事業部（アンボン）　了や之出全集■量轟けンボンl ブル灌漑事業所現地事務所（ナムレア、ブル島）ア■1▲雷轟鞭鼻■■■蠣1（ナ▲レ丁．ブル■I

ブル灌漑事務所ベースキャンプ（マコ、ブル島）ブん虞轟尊慮薪ベースキャンプ「′コ．ブ重義1
ブル灌漑事務所ベースキャンプ（マコ、ブル島）堅塁息義縁索二ヾ－スキャンブLで：j．アヤ亭主



Appemdix･ⅠⅠ

Feasibilit

Tentative*e

ExpertlSe Field Work Home Work

I Team&

2 血dgationnhage

3 Meteorology侶ydrology

4 Geology

5 Soil/Land Use

6 Agriculture

7 Rural hfrastructtm

8 Design Engineering/SuⅣeylng

9 Agro-economy

10 Sociology

I 1 Environment

3

6

3

2

4

6

4

4

4

3

3

2

4

1

1

2

4

2

3

2

1

1

5

10

4

3

6

10

6

7

6

4

4

42 23 65

Mapplmg

Expertise Field Work Home Work Total

1 Chief Engineer 4. 5

SⅧⅣeyer 3.0

Total 7.5

Unit: man-moれ血s



ワイ・アブ灌漑地区虞▲義信（左岸受益地卓益鼻）

大規模な開田作業が順調に進められている。欠員鴫を｛田作霊が¶｛に嘉められている．

了1∴ヱ＿ノ　　　　　　卜

広大な天水田が広がっている。は大々天水田が肌がぅていも．以前は灌漑がなされていたが、取水工が流失している。以鱒Ii轟轟がなされていたが、損木工か轟属している．

ワイ・アブ灌漑地区（既存灌漑水路）つ⊥二ヱブ轟▲亀鑑三豊曇秤量1畑l

1982／83年に作られたが、取水工が損壊し、水路の管理状態は悪いl碑2ル1年に作られたが．取水工が膿蠣L．水島の雷層状凱l

モい．

ワイ・アブ灌漑地区ヱ1ニエア蔓睾旦三

ウイ・アブ軟水徽肘tt塵への丁ク七ス遭鼻は．九農水のため

嶋が欄嶋し．慮庁不義で轟うた．
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町と之垂善睾匡1軋さJL
ワイ・ゲレン灌漑地区（取水工）
ワイ・ゲレンからの自然取水

リブ・ゲレンからの自性tメ

リノ・γレン■■嶋拭（貯義水路）
ワイ・ゲレン灌漑地区（幹線水路）

？イーγレン虞轟亀gf胃lm
ワイ・ゲレン灌漑地区（河川）
取水工付近は蛇行が激しいため、護岸対策も必要である。

n木工り詭ij脆響子が轟しい、め、、輝輝朋も必雷である．
ワイ・ゲレン灌漑地区（河川）

7†・ゲレン虞貞義はf市川1
原始河川である。

鴨脆河川であも．

ブイニケレ才量轟亀E＿貴慮艶
ワイ・ゲレン灌漑地区（橋梁）
オーストラリアの援助により、ワイ・ゲレンに架けられた橋。

サースlクリアの雄鹸l二より．ワイーγレンに徽けちれ仁義．
ワイ・ゲレン灌漑地区

24二＿グレン靂寧蔓堅
？の乾燥作業と洪水による湛水の様子。

岬の電嶋作雷と洪水による欄水の撫子．



りイーメrン鷹山【でく取水丁）
ワイ・メテン灌漑地区（取水工）

ユ＿」」と王ン⊥⊥
ワイ・メテン灌漑地区（幹線水路）

？∴しこノナン畳上嶋aJ軽量塞丘」
ワイ・メテン灌漑地区（幹線水路）

リイーノテン虞蔓一日くl舵義経轟き
落差工を利用した水力発電も計画されている。

蒲霹工を刊和し／こ水力Rtul背きhている．
ワイ・メテン灌漑地区（旧取水工）

ユユニ＿1号上虞▲坦＿叫軋女工j
ワイ・メテン灌漑地区（サイフォン）

ワイ・＿ノテン鼻尊皇gJサイフナン）
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りLLJL三上＿
ワイ・メテン灌漑地区のマコにあり、マルク州食用作物部に属する。

ワイ・ブテン轟轟嶋Fの7コlこあり．．7几ケ相集用作鶉鉱に『する．
主としてイネの優良種子の採種から農民への販売を目的としている。

土としてイもの輩良鴨fの揮櫨から義民への職責や目的としていも．
イネ種子センター（耕種用トラクター）

土も量たた雲」．ミ三塁蜃遡上よよと±貞
種子センター保有の3台のトラクター。他に籾すり機や車輌などが

義丁センター爬有の3煎りトテククー．鴨l：明すり嶋や●綱などモ（
あるが、島内に修理工場はない。

あるが、鼻再■に樽覆∫嶋llないF

イネ種子センター（採種農場）

fllとヒン＿＿王＿⊥＿＿螺■1場）
寸も糧子センター（揮糧■嶋）
農業普及センター

鼻寧事＿盈七と旦ニ
ワイ・ビニ灌漑地区のサバナジャヤにある。

ワイ・どこ電轟嶋区のサバナジサヤにあも．
マルク州農業部の組織で、ブル島内の農業改良普及の中心である。

「√～ケ州■嘉島の組tで、ブル轟門の轟雷改良雷孜のI野心である．
村落協同組合

「‾∴■∴
ワイ・ビニ灌漑地区のサバナジャヤにある例。

りイ・どこ■義義足のサバナジサヤに轟も｛■
組織は古く、活発な活動を行っている。

鶴亀は古く、滝縁な浦雛を行っている．
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